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平成３０年度栃木市寺尾財産区特別会計決算審査意見書について 

 

 

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された平成３０年度栃

木市寺尾財産区特別会計歳入歳出決算及び関係書類を審査しましたので、その

結果について、意見書を提出いたします。 
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平成３０年度 

栃木市寺尾財産区特別会計歳入歳出決算審査意見 
 

１ 審査の対象 

平成３０年度 栃木市寺尾財産区特別会計歳入歳出決算 

 

２ 審査の期間 

令和元年７月３日から令和元年８月１６日まで 

 

３ 審査の方法 

審査に当たっては、審査に付された平成３０年度栃木市寺尾財産区特別会

計歳入歳出決算並びに基金運用状況について、歳入歳出決算書及び歳入歳出

事項別明細書と関係諸帳簿とを照合、点検し、計数の正確性、予算執行の適

否等について審査を行った。 

 

４ 審査の結果 

 (1) 関係書類はいずれも法令の規定に準拠して作成されており、計数におい

ても正確であると認められた。 

 (2) 諸帳簿及び証ひょう書類等を照査したところ、計数は正確で、内容は妥

当なものと認められた。 

 (3) 予算の執行状況及び事務処理は、適正であると認められた。また財産に

関する調書は、年度末現在高を明確に表示し、計数はいずれも正確である

と認められた。 

 (4) 基金の運用状況は、基金出納簿及び関係証ひょう書類と符合し、設置目

的に従い、効率的に運用されているものと認められた。 
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栃木市寺尾財産区特別会計 

 

１ 決算の状況 

歳 入 決 算 額 2638 万 7568 円（対予算現額  99.2％） 

歳 出 決 算 額 1977 万 7907 円（対予算現額  74.4％） 

歳入歳出差引額  660 万 9661 円（形式収支額） 

（単位：円） 

年度 

区分 
３０年度 ２９年度 対前年度増減 

①歳入総額 26,387,568 26,746,923 △359,355 

②歳出総額 19,777,907 25,616,516 △5,838,609 

③形式収支額  （①－②） 6,609,661 1,130,407 5,479,254 

④翌年度へ繰り越すべき財源 0 0 0 

⑤実質収支額  （③－④） 6,609,661 1,130,407 5,479,254 

⑥前年度実質収支額 1,130,407 1,373,232 △242,825 

⑦単年度収支額 （⑤－⑥） 5,479,254 △242,825 5,722,079 

 

２ 歳入 

（単位：円・％） 

年度 

区分 
３０年度 ２９年度 対前年度増減 

予 算 現 額 26,600,000 26,800,000 △200,000 

調 定 額 26,387,568 26,746,923 △359,355 

収 入 済 額 26,387,568 26,746,923 △359,355 

不 納 欠 損 額 0 0 0 

収 入 未 済 額 0 0 0 

収 入 率 
対 予 算  99.2 99.8 △0.6 

対 調 定 100.0 100.0  0.0 

 

決算額は２６３８万７５６８円で、収入率は予算現額に対して９９．２％、

調定額に対して１００．０％となっている。 

歳入の主なものは、土地貸付収入２５１７万５５４９円（９５．４％）、運営

基金利子８万１４００円（０．３％）、前年度繰越金１１３万４０７円（４．３％）

である。 
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３ 歳出 

（単位：円・％） 

年度 

区分 
３０年度 ２９年度 対前年度増減 

予 算 現 額 26,600,000 26,800,000 △200,000 

支 出 済 額 19,777,907 25,616,516 △5,838,609 

翌 年 度 繰 越 額 0 0 0 

不 用 額 6,822,093 1,183,484 5,638,609 

執 行 率 74.4 95.6 △21.2 

 

決算額は１９７７万７９０７円で、執行率は予算現額に対して７４．４％と

なっている。 

歳出の内訳は、議会運営費１２３万４８０５円（６．２％）、財産区有山林管

理事業費１４２万４０８３円（７．２％）、運営基金積立金１４８０万円（７４．

８％）、一般会計繰出金２２３万１０００円（１１．３％）及び財産区議会議員

選挙費８万８０１９円（０．４％）である。 

 

４ 公有財産 

(1) 土地及び建物 

   土地の決算年度末現在高は７１２，３６４㎡で、前年度と比較して増減

はなかった。 

   建物の決算年度末現在高は４６㎡で、前年度と比較して増減はなかった。 

(2) 山林 

山林の決算年度末現在高は７１２，３６４㎡で、前年度と比較して増減

はなかった。 

立木推定蓄積量の決算年度末現在高は１７，２４３㎥で、前年度と比較

して１７７㎥増加した。 

(3) 出資による権利 

みかも森林組合出資金の決算年度末現在高は２５８万円で、前年度と比

較して増減はなかった。 

 

５ 物品 

(1) 測量製図用機械器具類 

測量製図用機械器具類の決算年度末現在高は、森林管理業務支援システ
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ム一式で、前年度と比較して増減はなかった。 

 

６ 基金 

栃木市寺尾財産区運営基金決算年度末現在高は、２億２５０２万４００

０円で、前年度と比較して１４８０万円増加した。 

これは、運営基金積立金として１４８０万円を積み立てたためである。 

 

 

むすび 

  当財産区の豊かな自然は、自然生態系の保護等に大きな役割を担うととも

に、市民の暮らしに安らぎと潤いをもたらすものである。 

その中で、「財産区は、その財産又は公の施設の管理及び処分又は廃止につ

いては、その住民の福祉を増進するとともに、財産区のある市町村との一体

性を損なわないように努めなければならない」ことが基本原則とされている

ことから、計画性のある効率的な事業推進、適正かつ正確な財務事務の執行、

コスト縮減に引き続き努められたい。 

また、基金については、当財産区の安定した運営に支障をきたすことのな

いよう、金融情勢を的確に把握し、確実かつ有効な運用に留意するとともに、

適切な公金管理に努められることを併せて要望する。更に公平性の観点から

も応分の費用負担を含め、将来において有効な活用方法についても考慮され

たい。 

なお、当財産区のこれまでの成果を踏まえつつ、長期的な視点に立ち財産

区のあり方を検討されるとともに、併せて財産区の森や緑そのものが、市民

に安らぎを与え、自然環境の保全や水資源の涵養といった公益的な役割を果

たす貴重な資源であることから、これらの活用策についても、引き続き地域

住民及び議会等関係者による協議を進められるよう望む。 

今後とも市全体に寄与できるような財産区であるよう望むとともに、当財

産区の管理運営がより効率的に執り行われることを期待する。 

 


